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6月中の各委員會ゆ活動状況
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新刊「熔接漁船の造り方」發行誰告 一 6月中の各委員會の活動款況

●

‘本協會では近く「熔接漁船の造り方｣を出版 4日（水）船舶工學術語改訂委員會鞆回會合
すﾝ＜<目下原稿を錨前えていますO･ - 一時及び場所午後,時より4時半迄協會事〆 ，
本書は遥船協會電氣熔接研究委員衝第三分科 、 務所に於て〆

、 會で審議中の'35噸型鰹鮪繊に對する熔接工一出席者漠委員長井關(代）板部 、
作法を一睡中小造船所で建造する場合を目標と 上野榊原重川鈴木瀧

して坂極め上げたもので，正しい熔接建造方式 山南波預田松山横山

“ 及び其の注意事調等を詳細に記述してこの種熔 、各委員出淵佐藤各幹事
接建踏の一指針としたものである。 一畷 事術語Cの部の一部の審議を総

筒本番には135噸漁船と1ﾉて雷かれてはある つた。

ものL一投小型漁船建逵に贋<感用し得るもの
|I 『 ‘ 〃

’ であり，又建遙所の設備能力により適鴬に加減 4日(永）特殊研究集録委員會瑚委員會

し得るよう考慮されてある。 一時及び場所午後2時半より5時迄 ！

’ 因みに本書に書かれた目次と執華者は女の通 日本海事振興會に於て

i ' ‘で陰る。 ヘ、 戸出魔憲…員長常綴禰田渡目 、 衣一 ≠遜吉武各委員出淵嵩各
’ ‘ ､ 、 幹事 、 ，1序
l
l J ・ 2擁 言 ． ア護 事 ．

’ ‘ ’3漁溌の一般配澄,中央繊圖i面,隔建甲板,外 』民間各造船所から提出の特殊研究 、
板展開等の糎要設明及び其の図面 ゞ 項目個々につき重要度と發表形式の

4職工の技偏及び熔接棒 ､ ､I 〔 睡分を行った。
2未提出の研究機關,整船所等に對

5熔接に閲する一般注意雫、 、1

6プ再ツタ式組立爆凄工作法、 ↓ し再照會す･ることを申合せた。 ，
、

、 7完成繊査諸試砂方法， 、1 ． 執罐者 5, 6, 7日｡鋼紹工作法研究委員宙第5回曲合
’一時及び場所

圭査三菱葱.f業株式會吐頓演造船所
／◇ f

I
ノ 愈田長次郎、 、第1日午前10時より午後5時まで 〆

， 幹事'同’ 上 、 島田英男 第2日午前10時より午後7時半まそ
委員日本輯転興禽 ． 、 今井信男 第3日午前8時より午後3時まで

鐵道技術研究所 、木下共武 三菱長崎娃船所に於て
’ ’ 浦賀船渠株式會而t浦賀造船所 一.出購者‘吉識委員長古賀顧問長谷I ‘

' I 清水千春 一川秋友各委員、古費松山1
日本鋼筍株式曾戯鶴見遥船所 澄沼澗野藤田山田後

， ､

遼山光一 藤高岡江田各委員代琿

日本海事協曾 御卿 塗 一震， ､求 ， 、
‐ ‘石川島重工業株式會斌第二工場 ｛ 1． 機械，器具の改良I尋蝿する件

山口亜夏 （1）鋼材の電弧切断に就て三井玉野川面

君から説明があった｡先に臭に於て研究 ’’ 、

' f ，
發素せられたもIのと域學的に多少相異せ

ノ ． ： る醗憾あるが結論的に異った厩臆潅ぃ。
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尚長崎秋友君かぢも三菱長崎造船所に於 て決定した如く，静緬事項琴施工要領の
て研究したdatざの發表もあった。これ 章の中に入れる方針で作製されている爲

等を鍵合して呉で総双纒めを行う‘ことに －． 非鴬に簡略化され-て， 』すｬつぎりしたもの

なった｡ ･ になっている。此の黙に關し種受討議の

、 （2）酸素過給の燃境に及ぼす影審に就て 繕果,各章に営然記入し得る施工要領に

’ ･武＃鷺:蕊蕊g轤蕊蕊議簾震星野蕊憲
・ 用したり，悪質炭を使用するため，必要， るもの等を施工要領の章に記入することJp

狙庇を得ら*ない場合;饅素を過給する に愛愛した。
ことによって好威綴を得走査験であって （3'）鐵漫工作法基準

総來はうteamcr塾neo等にも利用したい 川崎吉田君から川崎作製の原案に就て説
とのこと，その結果については次回に發 ′ 明があった｡先ず記載順序等に就て械討

1 ．

表されることになった。 ． ‐ し，各種壌械能力等に就て各遥船所の現
ヅ

． （3）其の他の問題に就ても各造船所に於 ・状を調査した。更に刻亘1迄に總取組めを
て研究した結果を裁極的に發表されるよ ．川崎に於て行い，之に就て審議すること

， 、－ 5委員長から希望があった。 になった｡溌鐡獲工作法基準の目寒決
： 2了工作法改良に關する件 一 定した。

（1）域遮綴熔接に就て種曇議論があった ‘ ． （4）水歴工作法基準 ′
が，現在の加工技術の程度からして理論 水歴工作を鐵機の中に入れるべきか,一
的iこ輕連敏の優秀性を認めても賓際上困 或ほ澆鐡の中に入れるべきか種島意見の
難であろうという織を得たので特に本′ 開陳があったが,結局永匪工作法を凋立一

問題に就ては委員歯に於て取上げないこ ゞの章として前回迄播磨溢営となっていた
…とにした。 ． ものを川崎捲當とした。筒水歴工作法塞

← （2） ‐酸水素切瞭に磯する件 準の目次を決定した。 ，
ア‘セチレン發生愛④低下に對する對策とG 4. 其の他 、
じて酸水素切断を三菱繊演で渡施したも （'）苛性曹逹回收加鐡こ就て長崎三菱
のを次回震表する。 , 一瞬船所技師から蛮隙研究結果竝に資際の
（3）山水丸引場に關する件 i 回收装置等に就て説明があった。

／ 長崎秋友君から三菱造船所に於て鰐首尾 ， （21電弧水中切断に閲し長崎弓菱造船所
2個のblockに分けて船臺上に引揚げ 岩井技師から簡単な説明があった。

改良工事を行おうとしている3TL山水 “

． 丸の引揚作業に就て訟明があった。 9日（月）捲船技癒激育調査委員衝第3回會合
3． 工作法基準作製に開する件 一時及び場所午後3時より5時まで

』

（1） ピルジ外板の新式展開燭こ就て長崎 日本工業倶楽部に於て

三菱馬場技師から貌明があった｡筒廣島 一出庵看曲縣委員長小野木澤村

・ 佐藤君から基線展開法の可能範鋤こ就て ， 高木総松厚'山中各委員／

競明があ?た9之等を取魍め窺圃展開法 、 、 出淵佐藤士田各幹事文j
の由に入れることにした。 部省覗學官佐藤静一氏ら

（2）罫爵工作法基蹴’ 一議 事
' 4 "

三井川面君から三井に於て取鰹あを行つ 本日は専ら佐藤覗學官から新學制の激

た案に就て説明があった｡前回會合に於 ・青方針に就て聴くこと人した。内容の大
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賎は次の通である。 9 必修となるが，學校として二つしか

L.新學制6.3.3･4は従来の6･4･3． 置かないことは望ましくない。 －

3と上f鮫して大學卒業迄の年數は何 ． ‘鐸で入學賓格の條件として生徒・

れも16年で愛りない｡又新制度で の履鋒卜目を希望す葱こと坐最低単
も大學は最高學府もあって啼大は 位數を決めることは差支えない力建

大學院」という考えは営らない。／ 前としては如何なる課程の高等學校､ ，､、
2． 從來の制度と徹こ異る所は,新制 を通って來た者でも入學蚕格がある二一
度では「成るべく贋く多くの人腫よ ， こ｛とを認めさせる考えであるから大

り高い教育を輿える」ことを主旨と･ l 畢があまり固く入學條件を決めるこ
した鮎である。即ち義務教育を9‘ ‘ とは望ましくない。

菩篭欝美態鑿fれも ､ 叉識高等…鱈繍等學穣の' ‘年修了程度の學力はつけたいが語學 1

3． 新憲法により職業選澤の自由が廣 、 が不足と思われる｡殊に英語以外は

く與えられるという逢前から,子供 教官の都合もあり揮修の嬢會は少ぃ

の間から職業の概亨を植えつける。 從來の鍵籠,専門,犬學各學校の
、即ち4畢校5年生から｢職業｣という 指導目標力覗同していた。新高等學
時間が入る。これが中學3年になる 枝の衰業系卒業者は現在よりもつと

迄に漸次時間を増し中學校を諺ろ迄 現場向に,する。従って蛮習を重覗す
には職業の種類と自分め職業を選澤 る。

する目安がつくように教育する｡｢職 現在の賓業躯桟あ古いところには
業｣の時悶には職業の概念を與える 相営議備力躍っているが職災校やh p

と共に賓習を行う。従って新制中學 新しいものには設備の殆どないもの
を卒業した岩は程度の高心職業を判・ があるので新高等學校の設備の最低
、断することが出来るようにするのが 基準を目下立案中であるが大學に適
「職業」の時間め目標である。 用されるもの程はっきりしだものに

4新商等學校健涌’5髭で入學する することは匪難であるから，楽な基 ｛
ことになるが， これを大別すると夫 、準とする方針である。

6． ．大學iご閲しては目下大學基準設定
のエうになる。

識|蕊灘窒：’駕撫懸鯏（ 人乃至30人の委員を選んでやって
豊業高等學校職業激育の濃厚なも ． ノいる。未だ抽象的な所だけで具燈案．

ので,現在の工業學筏､商業 は出來ていない。 － ，
や、

､ 7G現ブ津fや-通り設術の出来ている學校が鱒換する高等學校
大畢を以て一つのass&ciati｡nを作､ ■

5． 一般高鍔校の激科課程は｢高等 ′ り， この8ssSoCiationから20人乃
學校教科課程案｣､に示した邇りであ
る。この中｢選騨激科｣ば必ずしも 至30人の委員を,叉別に國家財政，

画生計識の方面,激育需要者,畢曾●

全部設けて,いないのであって，學校

f力謹ぶと共に生徒がその中から選雰 賓本家,勢働組合,衆参雨議院等か
わけである｡この雛例えば理科(物 ら同數の委員を委鵬'〉て大學設置委

員會遼作る。大學を新設する場合に ・
理化學，生物蜘嘩）の中二つば' 1
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晦兵の委員會に力､ける｡これで大壁
卑配遥専門學校昇格の可否を審譲
し，各個別に大學とする學校を指定

する。その結果により躍和24年度か

ちう鳥學を震現させたい希望である。

'舞生でなければ賓格がないことに ・

する方針で，新大學卒集生が出るま

では再教育を行う。従って専門學校
G

■

の先生を一度に坂換えることは不可

能であろ。 ．／

ﾕ2．大學では最低1鋤犀位（1週1時

間,15週間で1璽位． 4年間で1,800

時間）修めれば學士になれる。今迄

の3年間でもこれ以上の時間であ'ろ

、が， これは今までの習い放しだった､ ． 、
のを自分で勉弧する時間を多く與灸 』

／

8． 現専門學校を大澤にする今一つの 12．大學では最低1鋤犀位（1週1時

『離間題は職員組織である。大學では ‘ 間,15週間で1璽位， 4年間で1,800

文科でも理黍瀝も全軍位の34へ<35％ 、 時間)修めれば學士になれる。今迄
は教義科目を履修せねぽならぬと規一 ‘ の3年間でもこれ以上の時間であ'ろ
程している｡例受ぽ造船科に於ても ・も:, これは今までの習い放しだった､
その學科課程の三分の一乃至四分の 、 のを自分で勉弧する時間を多く與灸 』
－は3通りの罷罐科目(杜會科學, ‘ ようと”うのである｡ ｡ 。
人文科學，自然科學）の中2科目を 、

惨むぺ孝ことを規定する。現在のエ ′''日（水）電氣熔接研究委員合第3分科會第8 ，
業専門喚校には語學の先生はいても 回會合，
地理歴史の先生ﾙまいない｡これを今 一時及び場所午後'時隷り5時迄 〃

函ｷ識創ねぽならなし､｡又綜合大畢 ,協會事務所iこ於て
に於ても工科の畢生が哲學の講義を 一出席者祠田委員長會田主査今井
；鴎くにしても，哲學科@q分化された 島田清水!高田遠山御
哲學でなく…科目と'ﾉ』t言の椴論的 鳴各委員
の哲學な修めるので~般激義のため一露 ，蚕
の教官を必要とする。この職員を得 18前回迄で大腔135トゾ漁船の熔接胤謹ミ
イろことが難問題である。雷高等學校 が決定したので, '今回これが汀作法基準
で多少こういう教養をつけていた ！ とじて班孑編纂方法に就き協譲した。筒 、

〃 が，それがなくなるので大學で行う 参考喪料として翫預造船所から持参した 、
わけである。 次のものを配布した。
9．褒在の専門學校永大學になっても 、 （'）漁船建造に開する一般注意事項p

全部が大學院を持つととは困難で， ，(會田主査作製） ′

織議繭Ⅸ"………”2．孤子叩容を女の如く決定した。
（1）籍 言

識の難で現大學wこ相営劣る。 （2）漁船の一般配置I中央演戯面,隅
，0.現在大學の教官もり任命は請負制度 壁,申板外破展開等の概要誠及びそ｜ ‘．

〃

， で，激浸曾が同意した上で學長又は の晒司 ， ●
… 総長がやるが,専門學校にI主激舜箇 (3)-熔接工あ技捕及び熔接棒
， がないから激官の任用に際しては適 （4）熔接に關する一般注意事要／

緒審査をやる。その判定は經瀝 學 （5）各プ画ワク熔換工作法
． 會竝に斌曾Iゴ對する活動，人格等か ． 、 （イ） キール及び外板'(プルヮーク’

ら行うb ピルジキール及び釣壷を含む） ’
，,､専門學校の教官の再激育も考えて （画）磯グ

いる。新制中學以上の先生は新大學 ‘ くふ） 甲阪
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1

‘業後7年を經過した准員合計153名に
喝 0

. 劃し正員に推薦方照歯することを決議し

た。 、
I

4． 創立五十周年記念式典，第五十期年度 、

通常總禽及び秋季調演會開催の件

11月7日から4日間に亘b首題渚行事

を行うことを決議した。

5． 禽報第75誠及び第76戦掲載謹走論

文中授賞論文審査の件

一 ．論文審査方を山練，常松，吉識,赤崎' Q

混田, ?籾永の諸君に依綴することになつ

、た① ・

6． 學術遥制刷新委員街委員塁定人選季の

’件

翠術彊制刷新委員會委員は同委員含世．
■

話人の申出により過去5,年間の役員及各 一

、 種委員會委員を選翠人として選畢した綾 ， ，

栗,次の諸君が営窪したりでその旨世話 、
人へ通知する厚とに決った。

●

、 50歳以上井口雑雄君山縣昌夫君 ‘

40歳壷 吉識雅夫君寺澤一雄君 ／

釦畿未滿原田正蓮君木原博君
｛

7． 科學試職研究蜜の件 、
け ､

文部省から科學試験研究費6莨圓を受

けることになった。

（二）主濃壷及びﾈ謝溌蕊
』

（かl其の他（甲坂濃誠臺,舵上部
溝造物等） ， ． 、

） （6）各プ戸ツク現場組笠法
（5）項と同壊に(イ)(戸)('､)(二）

0 . （永)と分類,･苓項の内容は(5)項

〆 と全く同一である。

。(艫総駕蕊負各…
、誼して起草すること･典なり， これ等の各

、

項に對し女の如く捲當者がきめられた。

（1） 今井委員． （2） 、會田委員

（3）． 御鳴委員“） 山口委員

(5)(ｲ)清水委員(5)(ﾛ)遠山委員
〈 （5）(へ)島田委員(51(=)島田委員．

（5）(水)清水委箪
、

（6） （5）項に同じ （7）、山口委員

4． 各擢営者は次回までに必ず原稿を作製
し,各委員に配布しうる數の刷物を持参

じて出席方警踊合せた。
、

ノ
も

0

Ｊ
、

f

､

I
I1

､

11日（水） 定期評議員曾

一時及び場所午後3時半より6時迄

日本工業倶樂部に於て

一出席者井口歯長山縣加藤常松
‘ 各理事輻田朝永各監蕊一

’ 赤崎出淵小野木太田

壱榊庫鈴木融山南波
軽本甑山各評議員

一鱗 、事 ’

、1． 4月23日定例理事曾で決議鹿理した

、諾項の追認を行った。／
‘ 2． 入退曾者承認の件 、

別項記載の入曾申込者及び退酋申出者の
〆

承認を行った。 ’ 卜

筒女の諸君の死亡邇知があった。一反謹

んで弔意を表した。

正員武田留五郎君正員佐藤忠助君

1正員河東卓四郎君 ノ

乳准員から正員への賓絡愛更方照禽の件
q■

鐸…零".｡fに鴎『蝿
、

l
、
，

’
12日（木）漁船研究委員倉第8回曾合

,一時及び場所午後1時半より4時迄 ．
‘ 、 協癖務所lこ於て

一出席者祇本委員長木村伊藤熊 、、 ~

！ ； 凝栗田木下元良‘ ・中村
､ 各委員出淵事務長

一鱗 ’事功 ダ

． 本日は久山多美男理學士を招いて昔

一 審測深嬢の取付け位題に就いて懇談し
た。要艶は次の通りである。 －

，． 工取付け位置，船型･取付方法力非

｛術に影響する。

丞最も永きな障碍は氣泡である。
I ‐

、、 3菅波を出す面と船底外板乃至タッ

クの天井迄の距離を適営にしないと
、

q

丑

I
1
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る。然し全熔接船の訂髪が果してそれ

でよいかどうかの結論を得るためには

更に次の癖を要するということにな
- ． 1

つたO .
、

工今迄全熔接船の比較の對象とした’
､

鮫鋲船は誼BRuleに依ったもので

あるが,BCRUleと上“したらど

うなるかo

2． 全熔接船の就航後の疫識魔どうか

反射波が干渉l-f亡感度が悪くなる｡，
底又健天井迄の…は香波の牛波長

(15k.c・で5cm)の整数倍にならぬ

、ように注意する必要がある。 ， ‘

． 4， ．吃水は大して影響しない。但し50
／

cm以下では悪くなる。

'' '"5． 發信波と反射波が受信器の所で干
渉することがあるから發受信讃は出

來る丈け雄す必要がある。･

6. 沼津で行った山水丸(800トン)の
ぎ

蛮験では結論とし<1/4L前位がよ

/ い，叉成可<キール附近がよい。 ←
7. ‘速力力域大さに達すると聞えなぐ

． なり，又速力芝増すと聞える,という

檬注場合もある。結局は氣泡と渦の

簡題である。、

8． 木船については，木は多孔性であ

， り，営然鐵船より悪いこと力罐想さ

､:I れる。タンクの下面を銅板とし'｡周
． 函と凹凸のない溌にすること。

9． 溌脇~補機等が近いと雄苦が入る

皿船底汚損は非常な悪影響を與える
‘ ’'・タンク下面の外板がf2cm以上に

なる,と感度が悪くなる。 ， ／
12．底質の影審惟少ぃ。

13.Riseofaoorは大して影響しな

し、o

、

ノ

〆

一

'

I

'

17日（火）木船研究委員會第10回會合

一時及び場所午後2時より4時迄
寸

協會事務所に於て “
〆

一出席者吉識委員長ノ山縣上村小

山武原渡浬(代ｿ金子

竹鼻各委員 一

皇議 事科學試験研究喪受領につ率‘ ，
． ●

部省へ提出する雷類を起草し

た○．
●

● 、､

18日（水） ‐船舶工學術讓改訂委員會第7回含合
一時及び場所午後'時半より4時半まで

協會事務灰iこ於て

一出席者稜委員長板部榊原重川 ‘
鈴木瀧叫南波領田松

‘ 山井關(代)各委員出淵 ／
′

佐藤各幹事

一躍 事

｡ 1･委員長から去る16日文部省で開峨
た掻械部門に風する學協會の術語選定捲

・ 任者連絡歯に就て報告があった。
’ 2． 本協會携営の震業學校用激科蒔使用術､

語の抜出方の分擴を決めたo

3． 全科技謹案Cの部の審議を経った。
、

23日（月）造船技術教育制度調査委員會第4回 l
診會合 、

一時及び場所午後3時上｡〕5時半迄

，. 日本工業倶樂部に於て （

デー 、出席者井口顧問山縣委員長伊藤
C D

小野木一澤村常掻‘原吉
‘ 4

－

‐

．の
イ

0

◆
‘

、

⑪ユ6日（月）電氣熔接研究委員倉第4分科曾第8

回酋合 ′

一時及び場所午後1時より4．時迄

、 協曾嘩所に於て

一出席者禧田委員長榊原主査頑田
島田今井御鳴各委員

一議 事 ，

前回今井委員に依頼した3準計寡に
對し，同委員から,TablepfStrength

Calculation"rLiberty｡typeVessel

underVariousConditions''を提出読

‘’ 明の後討議した結畜,全熔接船は絞鋲
声」 〆

， 船と大膣同一に出來ているようであ

イ

ノ

夕

I

ヂ

〆

、

季

夕

〃

I
申

ノ 〃
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〆 i
0
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1●

識各委員出淵佐藤士田 熊谷遥二廣川陰飯島 進
各幹事‘ ． 畢生員水谷六良伊奈喜一郎宮下毅

一議 事 ． Ⅷ 猪飼和雄簸遅卓郎木村太郎

L遙船技術の振興方策に關する件 ‘ …, ‘ 江川￥清野津鎭唯成富彰
小野木委員提出にか坐る「造船技術の、 ．： ・和田幸懲森永三夫森田 了

振興方策｣豚識算編成の關係上早急に審 本間康之輻田佳弘藤枝幸雄

談の上政府臆建議する必要があるので, ~ , "感：知時三宮 霊士井進一
先に審議を行ったO 、 手塚教坪倉登田中克郎

2． 要員数調査の件 ＝ 鈴木秀昭相馬宏二佐舞木芳夫

’ 年産30蔑總トンに要するﾉﾄ員を學力 佐々木文夫栗田膜郎熊野蓮堆
程度に腫分して調査するため,別に定め 桑山 守-北村蝉男ハl島好一
る要領で回答を求あるよう造船灰關係の 岡本治郎小田道産飯沼蕊査
各委員宛照倉するご2Aなった。 赤沼明滋淡近健兒市川隆一

伊東史郎阪踊國贋．上野陽一郎
』 l

新入簡老氏名（6月理事禽で承認の分） ． 、 大島正直尾花 浩菊地陽一
准員鈴木威丸吉田識治高野､英夫 栗田鰯利一小金芳弘谷口’治正

笠原正雄小熊丈雄渡遷喜八郎 角田育男､中原盛綱中村昭和
長井成一藤田國堆筒橘榮治 ‘ － 野崎甚藏橋本恒太郎渡遥虎年

’$宮田.幸八遠野久雄､鈴木 癖 金山美彦'手山丁也、
㎡

‐～ ＆ ど迫 1 ･・皆 、 － 画、
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鑛山機械並化蕊工業溺諸機械 ・

設計・製作 、
・ (最古ノ歴史・最新ノ技術） f

f一鯉毒一’晶團東京都港畷芝三田璽岡町六六

大塚工場

I
1

ノ

" ｝ 『

／

／

株哉
會祇

p

電話三_田,.(45）1161－4

（ ､。 ’

,,媛房用バﾙブ｡ 'ﾄﾗﾂプﾆ式6滅藤算｡温度調節算安全算｡伸縮接手等
c･INsTRuMENTsFoRHEATINGEQUIPMENTs''

霊隠琴奨誓董驚鱗懸職”
ｿ WFushimanWorks,Co.Ihtd. , '-

~@5501Morigasaki･machiOta･kUTokyo.toTels.Omori (06)1"7･1508｡3282

仁to'印に特許秋細く唯てわる
芯の中に含まれた特許化制勿の働きで
（1） なめらかに濃く紙に附藩する
（2） 烏口で引き直喜なくともそのま上青潟眞の原園になる

１
１
日

1

舅萎錨蕊典 －
１
１
１

ノ

特許第111938號

'

、

…蘭確爾…過重
ノ

〆
〆 ノ

ー般化學機械並‘ ，
高'水哩ポンプ･フ・レユ

室氣腱縮器・遠心分離機

｛株式會牡 ′

名機製当作 ・所
東京都千代田唾丸ノ内三菱仲三説館四説

1電話kLイ内(")873-4･1949･245 i･3895
工場 名古屋、 ・大阪

〆

I 'ダイカスト月産能力

1,900,000"

’
↓

1 ､

II f
F

愛知ダイカス.卜工業株式會減
：東京部千代旧匿丸ノ内三菱仲三號館四鏡
電話九ノ内(4d)873-j4･19鉛｡2456･3878
工場 名古屋・大阪 1

醤業種目
一￥

銅合金熔解電氣瞳｡鍵合金熔解電氣域･曉入･焼鈍電氣峨
愛腿器｡抵抗器｡自動温度調節器･乾燥器他各種電氣櫨設計製作

I

ｉ
Ｉ

I左､へ今

山崎電機製作所堂業鰄駕駕熱燕：
－ ■ご■r一口
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専寅特詐賛用新案

3遠心噴霧乾燥
良洗状物粉化・流状物濃常
一一〃GL－傘川面

睾組鐵工所
、

i製品一

渦巻ロ即筒

ターピンロ即筒

氣禮睡縮機

邸澁谷種山下町六二番地

寵大田瞳矢口町九四五秘

好
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， 動p即 i司

1房用ロ即筒
I空卿筒

属吐及澁谷工場東芽

E川工場東涜

分離

&分離
過逝き心液股清浄磯･速心狂

豊遠心牛乳分離機･超遠心爵
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溌械･製鐵機械・化學機械
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